
走って安心  自転車「通行帯」 

 

意
外
と
知
ら
な
い
交
通
ル
ー
ル 
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道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
軽
車
両
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
車
道
と
歩
道
の
区

別
が
あ
る
と
こ
ろ
は
車
道
通
行
が
原
則
で
、

道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
通
行
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
歩
道
を
通
行
で
き
る
場
合
は
、

車
道
寄
り
の
部
分
を
徐
行
し
て
、
歩
行
者
の

通
行
を
妨
げ
る
と
き
に
は
一
時
停
止
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

  
 

 

枚
二
校
区
は
市
駅
か
ら
離
れ
た
地

域
に
人
口
が
集
中
し
、
朝
の
通
学
時

間
帯
は
駅
方
面
な
ど
に
向
か
う
自
転

車
と
児
童
が
す
れ
違
い
ま
す
。 

 

急
な
坂
道
や
交
差
点
で
速
度
を
落

と
さ
な
い
な
ど
、
危
険
性
に
気
付
か 

 
 

車道混在の「自転車通行帯」（枚方市

駅まであと5分の場所＝昨年12月新設） 

 最近よく見かける「青い矢羽根」と

「白い矢印＆自転車」を路面に施した

道路標識。自転車の安全な走行を促す

ものであり、自動車のドライバーに対

しても、車道上の自転車通行帯を知ら

せる法定外の路面標示です。 

 この「車道混在型」は、制限速度

40km/h以下かつ一日の通行量目安4000

台以下の道路に標示。国土交通省と警

察庁が策定したガイドラインで示さ

れ、自転車はこの上を通ることになっ

ています。 

な
い
自
転
車
も
い
て
、
見
守
り
隊
が

安
全
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

「
自
転
車
安
全
利
用
五
則
」
の
運

用
が
始
ま
っ
て
１
年
余
り
が
経
過
。 

 

こ
の
間
、
枚
二
地
域
安
全
委
員
会

が
市
に
働
き
か
け
て
、
「
広
報
ひ
ら

か
た
」
（
１
月
号
）
で
も
自
転
車
の

交
通
ル
ー
ル
順
守
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。 

  

な
お
、「
歩
行
者
専

用
道
路
」
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
、
自

転
車
は
押
し
て
の
通

行
が
認
め
ら
れ
、
乗
っ
て
走
る
と
違

反
に
な
り
ま
す
。 

〈対象となる違反の例〉 

通学路の危険 

 

自
転
車
の
悪
質
な
交
通
違

反
が
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か

ら
、
報
道
に
よ
る
と
、
警
察

庁
は
昨
年
末
、
い
わ
ゆ
る

「
青
切
符
」
に
よ
る
取
り
締

ま
り
強
化
の
方
針
を
固
め
ま

し
た
。 

 

対
象
と
な
る
違
反
は
信
号
無
視
や

右
側
通
行
、
自
転
車
特
有
の
「
歩
道

に
お
け
る
通
行
方
法
違
反
」
な
ど
１

０
０
以
上
の
種
類
に
上
り
ま
す
。 

 

法
令
順
守
の
促
進
が
目
的
で
、
警

察
官
が
違
反
を
現
認
し
て
も
指
導
や

警
告
に
と
ど
め
、
警
告
に
従
わ
な
い

場
合
や
「
歩
行
者
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ

る
危
険
性
」
が
あ
っ
た
場
合
に
青
切

符
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

 こんな違反に「青切符」！ 



     ２０２４年（令和６年）３月         礎（いしずえ）                              （２）        （３）   ２０２４年（令和６年）３月        礎（いしずえ）                                     

まちの防災力 多世代交流 まちの話題 
 

な
が
～
い
、
お
付
き
合
い 

 

岡
東
町
自
治
会
も
ち
つ
き
会 

 

２
月
４
日
（
日
）
、
東
海
大
付
属

大
阪
仰
星
高
等
学
校
柔
道
部
の
メ
ン

バ
ー
が
、
地
域
住
民
と
交
流
を
図
り

な
が
ら
岡
東
町
自
治
会
の
餅
つ
き
会

に
協
力
し
ま
し
た
。 

 

高
齢
化
が
進
み
、
イ
ベ
ン
ト
の
担

い
手
が
不
足
す
る
同
町
自
治
会
か
ら

要
請
を
受
け
て
実
現
し
た
も
の
で
、

今
年
も
学
生
20
人
が
約
50
㎏
の
餅

を
つ
き
ま
し
た
。 

 

自
治
会
の
婦
人
や
協
力
す
る
女
性

た
ち
が
、
き
な
粉
や
あ
ん
こ
餅
に
し

て
参
加
者
に
ふ
る
ま
い
、
老
人
会
会

員
宅
を
友
愛
訪
問
し
ま
す
。 

 

 

同
校
柔
道
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
、
81
㎏
級
で
活
躍
す
る
森
本
総
司

さ
ん
（
２
年
）

は
、
「
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ

て
つ
い
た
お
餅

は
お
い
し
い
で

す
」
と
、
お
昼

を
挟
ん
で
杵
を

振
っ
て
い
ま
し

た
。 

枚
方
高
校
の
飼
育
部
見
学 

 
 
 
 
 

東
田
宮
子
ど
も
会 

 

昨
年
12

月
23

日
（
土
）
、
東
田

宮
の
子
ど
も
会
が
地
元
の
枚
方
高
校

飼
育
部
を
訪
問
し
、
教
室
で
川
魚
な

ど
を
飼
育
し
て
い
る
様
子
を
見
学
し

ま
し
た
。 

 

副
部
長
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
あ

と
、
部
活
で
飼
っ
て
い
る
生
き
物
た

ち
の
紹
介
と
お
世
話
体
験
を
し
ま
し

た
。
初
め
て
見
る
生
き
物
も
い
て
、

参
加
し
た
約
50

人
は
興
味
津
々
。

予
定
時
間
を
超
え
て
み
ん
な
は
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。 

 

同
校
の
部
員
た
ち
は
「
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、

生
物
多
様
性

保
全
に
取
り

組
む
子
ど
も

た
ち
が
増
え

て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
で

す
」
。
「
ま
た

遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
」
と

話
し
て
い
ま

し
た
。 

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
講
座
で
地
域
交
流 

 
 

学
ぶ
育
む 

枚
方
中
学
校
生 

 

「
端
末
の
操
作
方
法
な
ど
何
度
教

え
て
も
ら
っ
て
も
一
連
の
や
り
方
が

わ

か

ら

な

い
」
…
。
１

月

20

日

（
土
）
、
今
年
も
枚
方
中
学
校
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
委
員
８
名
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
評
議
員
会
の
会
議
の
席
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

 

昨
年
の
講
座
実
施
か
ら
「
１
年
が

経
過
し
ま
し
た
の
で
、
ア
カ
ウ
ン
ト

の
確
認
と
再
取
得
を
し
ま
す
」 

 

リ
ー
ダ
ー
役
と
他
の
委
員
に
よ
り

講
座
が
始
ま
る
と
、
同
行
す
る
先
生

が
自
校
Ｈ
・
Ｐ
用
の
ブ
ロ
グ
を
作
成
。 

 
そ
の
場
で
配
信
さ
れ
、
生
徒
た
ち

の
学
び
の
様
子
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
確

認
で
き
ま
し
た
。
評
議
員
会
に
出
席

の
秋
山
校
長

は
「
委

員

は

１
、
２
年
生
が

中
心
で
す
。
地

域
交
流
と
い

う
点
で
も
、
大

変
貴
重
な
経

験
に
な
り
ま

し
た
」 

子
ど
も
と
大
人
の
競
争 

 
 

 

枚
二
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・駅
伝 

 

２
月
３
日
（
土
）
、
子
ど
も
会
連

合
会
・
青
少
年
守
る
会
の
共
催
、
枚

二
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
で
マ
ラ
ソ
ン
大

会
と
駅
伝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
マ
ラ

ソ
ン
に
は
枚
二
小
１
〜
５
年
生
男
女

53
人
が
淀
川
の
河
川
敷
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。  

 

大
会
メ
イ
ン
の
駅
伝
に
は
、
成
人

男
女
も
含
め
た
６
チ
ー
ム
が
参
加
。

２
・
４
キ
ロ
㍍
の
距
離
を
１
チ
ー
ム

４
人
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
レ
ー
ス

は
、
５
年
生
・
高
校
生
の
混
合
チ
ー

ム
「
ス
ポ
ー
ツ
バ
カ
」
が
大
人
チ
ー

ム
を
制
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

駅
伝
と
小
５
男
子
の
マ
ラ
ソ
ン
で

ダ
ブ
ル
１
位
と

な
っ
た
西
田
宮

町
の
大
西
康
太

君
は
、
「
１
位

に
な
っ
て
と
て

も
嬉
し
い
。
来

年
の
大
会
も
出

場
し
た
い
」
と

喜
び
に
浸
っ
て

い
ま
し
た
。   

 
❺ 岡山手町；坊主池公園                                              
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災害時 
自治会の一時退避 
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❻ 川原町；小規模公園245 

 

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
「
自
助
・
共

助
・
公
助
」
の
三
点
か
ら
語
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
核
に
あ
る
の
が
地
域

に
求
め
ら
れ
る
「
共
助
」
で
す
。 

 
「
自
助
」
を
促
す
啓
蒙
活
動
や
、
行
政

に
、
地
域
に
合
わ
せ
た
必
要
な
「
公
助
」

を
求
め
る
活
動
も
「
共
助
」
で
す
。
行
政

が
動
く
「
公
助
」
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
各
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
や
れ

る
こ
と
を
行
う
の
が
「
共
助
」
で
す
。  

  

い
ざ
と
言
う
と
き
に
、
自
分
は
何
が
出

来
る
の
か
考
え
て
い
る
人
が
、
い
か
に
多

く
い
る
か
が
地
域
防
災
力
の
高
さ
で
あ

り
、
地
域
の
救
命
率
の
高
さ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
そ
の
こ
と

は
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。 

 

枚
二
小
学
校
で
は
、
５
年
前
か
ら
４
年

生
を
対
象
に
、
命
の
尊
さ
や
助
け
合
い
の

大
切
さ
を
学
ぶ
授
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
枚
二
防
災
会
も
携
わ
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

 

わ
が
地
域
は
、
年
代
層
の
偏
り
も
極
端

で
は
な
く
、
良
好
な
人
間
関
係
が
培
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
長
年
に

わ
た
る
先
輩
方
か
ら
引
き
継
が
れ
た
住
民

自
治
の
各
種
催
し
や
活
動
に
よ
る
も
の
で

し
ょ
う
。 

 

そ
の
伝
統
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
窮
地

に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
い
ま
こ
そ
、
強
い
地
域
の
連
帯

で
、
『
ま
ち
の
防
災
力
』
を
維
持
・
推
進

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

 
 

枚
二
防
災
会
会
長 

加
藤
吉
和 

「共助」の重要性を説く 



左
は
審
査
委
員
長

の
梶
川
伸
さ
ん 

山
田
神
社 

 

田
宮
の
南
側
の
村
落
「
山
之

上
」
に
山
田
神
社
が
あ
り
ま
す
。 

 

古
く
は
弘
安
２
年
（
１
２
７
９

年
）
、
北
河
内
群
牧
野
郷
の
一
ノ
宮

片
埜
神
社
の
氏
地
で
あ
っ
た
山
之
上

の
地
に
神
社
を
造
営
し
、
そ
の
名
を

「
山
之
上
神
社
」
と
称
し
ま
し
た
。 

 

明
治
６
年
（
１
８
７
３
年
）
、
田

宮
の
地
に
鎮
座
の
神
社
を
廃
し
、
御

祭
神
の
祇
園
牛
頭
天
王
を
山
之
上
神

社
に
合
祀
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
時
、
山
之
上
・
田
宮
両
村
の

頭
文
字
を
取
っ
て
、
神
社
名
を
「
山

田
神
社
」
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。 

     ２０２４年（令和６年）３月         礎（いしずえ）                             （４）       

年代           人口（a） 世帯数（b） (a)/(b)人 

安永６年（1777） 44 12 3.7 

弘化３年（1846） 62 12 5.2 

万延２年（1861） 77 14 5.5 

慶応元年（1865） 70 15 4.7 

明治元年（1868） 76 15 5.1 

令和６年（2024） 1947 821 2.4 

田
宮
地
区
の
人
口
推
移 

 

江
戸
幕
府
の
各
領
主
は
、
領
民
支

配
の
た
め
戸
口
調
査
を
行
い
、
人
別

帳
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
寛
文
11

年
（
１
６
７
１
年
）
以
降
は
、
宗
門
人

別
改
帳
と
し
て
全
国
で
作
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
各
家
の

家
族
構
成
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

田
宮
村
に
現
存
す
る
最
古
の
宗
門

改
帳
は
安
永
６
年
（
１
７
７
７
年
）

の
も
の
で
す
。
当
時
の
人
口
・
世
帯

数
は
44
人
・
12
世
帯
の
小
さ
な
村

で
、
幕
末
期
ま
で
５
人
程
度
の
世
帯

規
模
が
続
い
て
い
ま
し
た
。 

＊ 

 
昭
和
25
年
以
降
に
は
、
田
宮
の

通
称
「
向
い
山
」
を
切
り
崩
し
て
整 

地
。
跡
地
に
は
枚
二
小
学
校
が
開
校

さ
れ
る
と
と
も
に
広
大
な
平
地
が
出

現
し
、
宅
地
化
が
進
み
ま
し
た
。 

 

以
降
、
田
宮
北
側
の
「
う
え
山
」、 

西
側
の
「丸
山
」、
さ
ら
に
は
「
カ
ギ

ダ
山
」
な
ど
が
次
々
と
宅
地
化
さ
れ

ま
し
た
。 

 

現
在
の
人
口
は
１
９
４
７
人
、
８ 

 

▲ 
山田神社の説明案内板 
（枚方市山之上４） 

古文書の出現と江戸時代の家族 

田
宮
の 

  

古
来
よ
り
神
社
に
は
人
々
が
集
ま
り
、
お

の
ず
と
「
宮
町
」
な
ど
と
い
っ
た
地
名
が
付

き
ま
し
た
。
日
本
全
国
に
は
大
き
な
神
社
の

門
前
か
ら
、
小
さ
な
祠
（
ほ
こ
ら
）
の
地
に

ま
で
数
多
く
の
「
宮
」
を
含
ん
だ
地
名
が
あ

り
ま
す
。 

 

 

引
用
文
献
「
田
宮
の
歴
史
」
は
、
平

成
20
年
に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２
１
世
帯
の
規
模
に
な
り
、
「
田
宮

向
上
会
」
と
し
て
田
宮
本
町
、
西
田

宮
、
西
田
宮
中
町
、
さ
つ
き
丘
、
田

宮
新
町
の
計
五
つ
の
町
が
存
在
し
て

い
ま
す
。 

 

令
和
５
年
度
の
「
枚
方
市
機

関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い
て

『
礎
』
が
初
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に

輝
き
、
２
月
20
日
、
市
長
表
彰

と
講
評
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

市
の
講
評
（
文
書
全
文
） 

 

各
記
事
、
取
材
が
し
っ
か
り
な

さ
れ
て
い
て
当
事
者
の
コ
メ
ン

ト
を
拾
っ
て
い
て
具
体
性
が
あ

り
、
情
景
が
浮
か
ん
で
き
ま
す

ね
。
ふ
と
ん
太
鼓
の
ト
ッ
プ
記
事

は
読
み
ご
た
え
が
あ
り
、
歴
史
背 

景
の
説
明
や
当
日
の
様
子
な
ど

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
伝
え
よ
う

と
い
う
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

健
康
に
関
す
る
記
事
も
、
取
材

に
よ
っ
て
、
ど
う
い
っ
た
運
動
を

し
て
い
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
く
、
自
分
の
生
活
に
取
り
入
れ

や
す
い
工
夫
を
感
じ
ま
し
た
。
レ

イ
ア
ウ
ト
も
全
体
的
に
と
て
も

読
み
や
す
い
の
で
す
が
、
同
じ
枠

内
で
縦
書
き
と
横
書
き
が
混
在

し
て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
に
統

一
さ
れ
る
と
、
よ
り
読
み
や
す
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

審
査
委
員
長
の
質
問
・
講
評 

▽
区
民
体
育
祭
の
写
真
は
何
人

で
撮
っ
た
の
か
。
参
加
者
の
声
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
よ
い 

▽
ほ
ぼ
全
ペ
ー
ジ
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

「
編
集
方
針
」
か
、
そ
れ
と
も
ほ

か
の
理
由
か
。
「
方
針
で
す
」 

編集後記 


